
第３期第１回 横浜市税制調査会 

 

 

日時：平成 28年９月 16日（金）14時 00分～17時 15分 

 

場所：市庁舎３階 311会議室 

 

１．委嘱状交付式      １４：００～１４：１２ 

２．局長あいさつ      １４：１２～１４：１４ 

３．開会          １４：１４～１４：１７ 

４．座長の選任について   １４：１７～１４：２２ 

５．諮問          １４：２２～１４：２５ 

６．議題          １４：２５～１６：４０ 

 

（１）横浜みどり税の活用状況について 

   （現地視察）     

 

７．閉会          １６：４０ 

 
 



平成 28 年度横浜市税制調査会委員名簿 

 

 （敬称略、五十音順） 

氏    名 所  属  等 

青 木  宗 明 
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横浜市立大学学術院 

国際総合科学群教授 

柏 木    恵 

キヤノングローバル戦略研究所 

主任研究員 

川 端  康 之 

横浜国立大学大学院 

国際社会科学研究院教授 

柴    由 花 

常葉大学 
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星 野  菜穂子 

和光大学 

経済経営学部准教授 

望 月  正 光 

関東学院大学 

経済学部教授 
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横浜市では、食と農への関心や、農とのふれあいを求める市民の声が高まっています。

また、農地は、生産活動の場であるだけでなく、景観形成、遊水機能、オープンスペース

としての防災機能など、多様な機能で市民の暮らしを支えています。一方で、農家の高齢

化や担い手不足、相続の発生などにより、農地を手放さざるをえない場合もあります。 

そこで、土地所有者による維持管理が難しくなった農地等を、市が買い取るなどして、

市民が農作業を楽しめる農園を主とした都市公園を整備します。 

農園付公園の事業対象地は、農地及びこれに付

帯する通路、樹林地等です。（※農用地区域を除く） 

◆事業対象地の条件

(1)敷地面積概ね 5,000 ㎡以上

(2)排水、給水、電気、公道への接道等のインフラ

が概ね整っている地域

(3)周辺貸し農園への影響を配慮

(4)緑の 10 大拠点等を中心に設定された、農園付公

園の重点推進地区で整備

 

 農園付公園には分区園などの農体験施設を主と

して整備します。分区園とは、公園施設の１つで、

公園内の一区域を複数の分区に割り、市民が野菜や

花などを栽培することができる施設のことです。1

区画は 10～15 ㎡を標準とします。 

また、便所、休憩施設、用具置き場、足洗い場、

水飲み、散水栓などを設置するほか、地域のニーズ

に応じて、遊戯施設や広場なども併設します。

農園付公園の概要 

横浜みどりアップ計画で農園付公園を整備しています！ 

事業対象地 

整備内容 

横浜市は大都市でありながら、市民生活の身近な場所に水や緑の環

境を有しています。この緑の環境を生かし、次世代へ引き継いでいく

ため、「横浜市水と緑の基本計画」に基づき、様々な取組を展開して

います。平成 21 年度からは、重点的な取組として、横浜みどり税を

財源の一部に活用しながら「横浜みどりアップ計画」を推進してきま

した。現在、「横浜みどりアップ計画（計画期間：平成 26-30 年度）」

に基づき、「市民とともに次世代につなぐ森を育む」、「市民が身近に

農を感じる場をつくる」、「市民が実感できる緑をつくる」を取組の柱

として計画を推進しています。 

http://www.city.yokohama.lg.jp/
kankyo/midoriup/ 

環境創造局のホームページにて、

みどりアップ計画の詳細や成果を

公開しています。 

開園した農園付公園（旭区南本宿第三公園）

問 合 せ 

横浜市 環境創造局 みどりアップ推進部 

○ 事業の制度について

みどりアップ推進課

公園緑地計画担当

℡６７１－２７１２

○ 具体的な場所の相談

緑地保全推進課

（北部方面）℡６７１－３９４８ 

（南部方面）℡６７１－３４４２ 

こほり
テキストボックス
土地所有者向け案内資料





 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

規 模 2,974㎡（公開済 2,583㎡＋未公開 391㎡） 

種 別 街区公園 

公開年月日 2015（平成 27）年 4月 1日 

住 所 鶴見区東寺尾一丁目 66-1 

主要施設 分区園、協働農園、多目的トイレ、倉庫、小広場 

指定管理者 株式会社日産クリエイティブサービス 

指定管理期間 平成 27年 4月 1日から平成 31年 3月 31日まで（4年間） 

平成 23年 3月 買取の申出 

平成 24年 6月 用地取得 

平成 25年 11月 整備工事着手 

平成 27年 3月 整備工事完了 

平成 27年 4月 開園・指定管理開始 

東寺尾一丁目ふれあい公園 

■ 公園平面図 

■ 経緯 

隣地は生産緑地 

（営農中） 

分区園 

13 ㎡×54区画 

（5,200円/年・区画） 

協働農園 

105㎡×1区画 

 

 

■ 概要 

■ 周辺図 

東東寺寺尾尾一一丁丁目目  

ふふれれああいい公公園園  

東東寺寺尾尾地地域域ケケアアププララザザ  

東東寺寺尾尾ふふれれああいいのの樹樹林林  













横浜みどりアップ計画（計画期間：平成 26－30年度） 
地域緑のまちづくり事業のあらまし 

● 地域緑のまちづくり事業とは

地域緑のまちづくりとは、地域が主体となり、住宅地や商店街、 

オフィス街、工場地帯など様々な街で、地域にふさわしい緑を創出

する計画をつくり、市民との協働により緑化を進めるものです。

 「緑や花でいっぱいの街をつくりたい」という地域の皆様の思い 

を提案していただき、選考を受けていただきます。その選考を通過 

し、市と協定を締結した団体には、その計画に基づく、緑化整備や、 

維持管理活動などの費用が助成されます。 

● 主な助成内容

項目 対象経費 助成率 

１ 民有地の緑化費 
設計等経費 100％以内 

緑化整備に係る工事費 90％以内 

２ 景観木の保全費 
景観木の診断、治療、

環境整備費 等 

１００％以内 

（上限あり） 

３ 地域の緑化活動費 
維持管理活動や、研

修・広報活動経費 等 

100% 

（上限 100万円/年） 

１～３を合わせて年間５００万円×３年が上限です。最低限度の制限はありません。 

● 緑化事例集

 みどりのまち並みをつくる 

花と緑を通じた交流を楽しむ 

お揃いのプランターでの緑化 住宅のよう壁での緑化 道路沿いでの緑化 

地域のみんなで花苗の植え替え 地区内でオープンガーデン 花と緑の講習会の開催 

Ｑ．応募する要件は？ 

Ａ．以下の条件を全て満たす団体で、 
応募していただく必要があります。 

① 提案場所又はその近隣に居住する方、勤
務する方又は土地や建物等を所有する方を
含む５人以上の団体であること（協定締結ま
でに10人以上の正式な団体を結成する必要
があります。）。
② 提案内容を自らが主体となって行う意
欲があること。

こほり
テキストボックス
市民向け説明資料



地域緑のまちづくり事業の流れ 
計画の提案から協定の締結、協定の有効期間（助成金の交付期間）は約３年間です。 

① 計画提案づくり

 いろいろなアイデアを出し合いましょう。 

 緑が好き＆自主的に活動できるグループで Let's チャレンジ!! 

② 応募申込

(1) １次提案

みなさんのアイデアをまとめて提案しましょう 

応募内容に不備がないように事前に確認を。 

(2) ２次提案

一次選考の結果を元に、計画内容をより具体化し提案 

③ 協定締結

地域緑化計画書、団体規約、役員名簿を提出します。 

④ 提案の実現に向けての活動のスタート！

・民有地の緑化整備

・地域の皆さんでの緑の維持管理活動

・緑や花の研修会の開催 等

⑤ 地域の自立した活動によりさらにみどりアップ

提案募集開始！ 

２次選考 合格！ 

１次選考 合格！ 

協定締結後 

応募者（団体）がすること 横浜市からの支援 

 計画づくりの支援① 

 専門家による相談会
などの講座、事業説明
会を開催 

 計画づくりの支援② 

 専門家による相談会
や、街歩きなど、計画
を具体化する支援 

 助成金の交付 
 

 緑化整備費や、維持管理活動費等に対し、 
１年あたり最大 500
万円の助成 

～ 地域緑のまちづくり事業の流れ ～ 

問合せ先 環境創造局みどりアップ推進課 

電話：045-671-3447 ＦＡＸ：045-224-6627 E-mail：ks-ryoka@city.yokohama.jp 

事
前
準
備

地
域
緑
化
計
画
の
提
案
（
約
６
か
月
間
）

協
定
の
締
結

地
域
の
緑
化
整
備
（
約
３
年
間
） 協定期間終了後 



地域緑のまちづくり事業　地域緑化計画概要版からの抜粋

こほり
長方形









北寺尾地区 緑化整備前後の写真 

バーミヤン 

びっくりドンキー 

ガリバー 
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ヨゼフ学園

SMS 北ウィング 



横浜市の主な緑地保全制度

概要

まとまりのある貴重な
緑地を法指定により永
続的に保全する制度で
す

首都圏の特に良好な緑
地を法指定により永続
的に保全する制度です

山林所有者の方々との
契約により市民の憩い
の場として緑を守り育
て、利用させていただ
く制度です

市街化区域に残る身
近な緑を保全する制
度です

市街化調整区域に残る
良好な樹林地を保全す
る制度です。

横浜市市民の森設置事業
実施要綱

横浜市緑地保存事業
実施要綱

横浜市源流の森保存事業
実施要綱

指定区域
内の行為
制限

制度の
問い合
わせ先

・原則として所有者の
管理（樹林地維持管理
に係る助成制度は対象
外）
・開園後は、散策路や
広場などの管理は事業
者への委託で対応し、
清掃や巡視は市民の森
愛護会にお願いしてい
ます

1,000㎡以上
一団の樹林地
（原則として山林課税
地）

市街化調整区域

市民の森

500㎡以上
一団の樹林地
（原則として山林課
税地）

環境創造局緑地保全推進課
電話　045(671)3534,2625,3948

源流の森保存地区

近郊緑地保全区域の緑
地で、樹林地等に類す
る土地が良好な自然環
境を形成し、相当な規
模の広さを有している
土地

概ね2ha以上
公開可能な樹林地を中
心とする一定の区域

概ね1,000㎡以上の、
一団の良好な自然環境
を形成する緑地

源流の森保存契約
契約期間10年以上

緑地保存契約
契約期間10年以上

対　　象 市内全域 市内全域

基　　準

市民の森契約
契約期間10年以上

管理形態

・原則所有者による管理
・樹林地維持管理に係る助成制度あり
（ただし、市民の森との重複指定の場合は、市民
の森の管理形態を適用）

土地所有
者や契約
者への優
遇措置等

都市計画決定
永年指定

特別緑地
保全地区

制度名
緑地保存地区

市内全域
(近郊緑地

保全区域内)

根拠法令 都市緑地法

近郊緑地
特別保全地区

首都圏
近郊緑地保全法

市街化区域

緑の環境をつくり育てる条例

・所有者の管理
・樹林地維持管理に係る助成制度あり

・木竹の伐採(危険木除去等の管理行為は除く。)、開発、土地の形質の
変更等は原則として禁止
・所有権の移転や権利設定をする場合には、市長と協議（協議申出書）
が必要

指定期間

法　に　よ　る　制　度

・区域内での土地の形質の変更、樹木の伐採（管
理行為を除く）、その他緑地の保全に影響を及ぼ
す恐れのある行為は禁止

① 固定資産税の減免
② 契約更新時に継続一
時金を交付

① 固定資産税・都市
計画税の減免(奨励金
措置の場合あり)。
② 契約更新時に継続
一時金を交付
③ 緑地相談制度あり

① 固定資産税・都市計
画税を減免
② 緑地育成奨励金を交
付
③ 契約更新時に継続一
時金を交付
④ 不測の事態が生じた
場合は土地の買取相談
に対応

①固定資産税評価額が1/2
②相続税評価額８割減（山林及び原野）
③相続税の延納利子税の割合が、引き下げられる
場合あり
④行為の制限を受けることにより土地の利用に著
しい支障をきたす場合、その土地を買入れる旨申
し出ることが可能(譲渡所得2,000万円まで控除
の場合あり。)

横　浜　市　の　条　例　等　に　よ　る　制　度





柏町市民の森の概要 

 

１． 名称 柏町市民の森（柏町特別緑地保全地区） 

 

２． 所在地 旭区柏町 107 番１ほか７筆 

 

３． 面積  約１．９ha（指定面積、平成 24 年 12 月） 

 

４． 用地所有者状況 

18,710m2（うち市有地 9,970m2、民有地 8,740m2 １人）公簿 

 

５． 主な施設 

 散策路、広場、野外卓２基、外周柵、デッキ、案内板 

 

６． 設置の経緯 

平成 24 年 12 月     市民の森に指定※旭区で６番目、市内 39 番目 

平成 25 年 1 月 25 日  告示 (仮称) 柏市民の森  

平成 25 年 7 月 5 日   都市計画決定（柏特別緑地保全地区）1.9ha 

平成 27 年 8 月      市民の森愛護会結成（結成届提出済） 

※南まきがはら自治会を中心に結成、周辺のさちが丘 

原自治会、緑ヶ丘自治会、横浜善部団地自治会、柏 

町第一自治会、秋草自治会から賛助役員として参加 

   平成 27 年 9 月 1 日  開園 

   平成 27 年 9 月 11 日  開園式（愛護会主催） 







地
元
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明
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料
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成
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）
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